
�������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

Ｉ
Ｔ
技
術

や
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
進
化

に
よ
り
、
宣

伝
領
域
で
も

新
技
術
が
ど

ん
ど
ん
生
ま

れ
て
い
る
。
自
社
の
商
品

・
サ
ー
ビ
ス
を
認
知
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
新
技
術

を
用
い
た
宣
伝
手
法
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る

メ
ー
カ
ー
が
あ
る
▼
先
日

は
ド
イ
ツ
発
の
新
た
な
解

説
動
画
を
知
っ
た
。
ど
ん

な
複
雑
な
ト
ピ
ッ
ク
も
誰

も
が
理
解
で
き
る
シ
ン
プ

ル
な
動
画
で
あ
っ
と
い
う

間
に
解
説
す
る
。
全
体
が

モ
ノ
ク
ロ
色
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
バ
ッ
ク
に
紙
芝
居
の
よ

う
な
形
式
で
進
む
▼
場
面

展
開
に
人
の
手
を
使
用
し

て
流
れ
の
リ
ズ
ム
が
つ
く

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
手
法

は
脳
科
学
、
認
知
心
理
学

を
ベ
ー
ス
に
研
究
を
重
ね

て
き
た
も
の
で
、
「
人
間

は
本
能
的
に
指
で
示
さ
れ

た
場
所
に
思
わ
ず
注
目
し

て
し
ま
う
」
と
い
う
原
理

を
利
用
し
て
い
る
▼
重
要

な
イ
ラ
ス
ト
や
場
面
転
換

は
人
の
手
を
使
っ
て
注
目

を
高
め
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

脳
を
集
中
さ
せ
る
べ
く
視

覚
情
報
は
少
な
く
し
て
、

白
黒
の
色
で
構
成
す
る
こ

と
に
よ
り
視
聴
者
に
理
解

と
共
感
を
促
す
。
解
説
動

画
は
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
イ

ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
放
映

す
る
。
い
わ
ば
ア
ナ
ロ
グ

と
デ
ジ
タ
ル
の
融
合
で
、

ア
ナ
ロ
グ
の
お
じ
さ
ん
記

者
で
も
共
感
で
き
る
。

ワイン

中長期的には成長が
見込めるが、景気不
透明で足踏みが続く。
……………………
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平
成
３０
年
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
多
数
の
業
界
関

係
者
が
栄
誉
に
輝
い
た
。
本
紙
関
係
の
受
章
者
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
／
順
不
同
）
。

木村氏

伊勢氏

重田氏

農
林
水
産
省
関
係

旭
日
中
綬
章
�
木
村
良

（
全
国
米
穀
販
売
事
業
共
済

協
同
組
合
理
事
長
）
▽
旭
日

小
綬
章
�
伊
勢
彦
信
（
イ
セ

食
品
会
長
）
、
植
田
孝
（
大

果
大
阪
青
果
元
社
長
）
、
遠

藤
喜
志
雄
（
全
国
魚
卸
売
市

場
連
合
会
元
会
長
）
、
瓦
葺

利
夫
（
松
屋
フ
ー
ズ
会
長
）
、

森
口
一
（
全
国
珍
味
商
工
業

協
同
組
合
連
合
会
元
理
事
長

味
の
浜
藤
元
社
長
）、八
木

俶
夫
（
全
国
麦
茶
工
業
協
同

組
合
元
理
事
長

ヤ
ギ
シ
ョ

ー
会
長
）
▽
旭
日
双
光
章
�

岡
本
勲
（
全
国
水
産
物
商
業

協
同
組
合
連
合
会
副
会
長
）
、

久
高
将
勝
（
沖
縄
県
豆
腐
油

揚
商
工
組
合
理
事
長
）、重
田

暁
夫
（
大
阪
府
茶
業
協
同
組

合
元
理
事
長

宇
治
森
徳
会

長
）、杉
浦
伸
治
（
全
国
加
工

海
苔
協
同
組
合
連
合
会
理
事

長
）、堤
公
一
（
熊
本
県
菓
子

工
業
組
合
理
事
長
）
、
細
内

進
（
協
同
組
合
全
日
本
洋
菓

子
工
業
会
副
理
事
長
）、宮
崎

達
雄
（
長
崎
県
醤
油
味
噌
協

同
組
合
理
事
長
）
▽
瑞
宝
重

光
章
�
上
野
博
史
（
元
農
林

水
産
事
務
次
官
）

経
済
産
業
省
関
係

旭
日
小
綬
章
�
寺
西
忠
幸

（
日
本
チ
ェ
ー
ン
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
協
会
元
会
長
）
▽
旭

日
双
光
章
�
酒
本
直
昭
（
酒

直
会
長
）
▽
旭
日
単
光
章
�

原
田
俊
一
（
原
田
本
店
会

長
）
、
通
円
亮
太
郎
（
通
圓

元
代
表
取
締
役
）

財

務

省

関

係

旭
日
小
綬
章
�
藤
居
鐵
也

（
滋
賀
県
酒

造

組

合

会

長
）
、
八
巻
睦
（
山
梨
県
小

売
酒
販
組
合
連
合
会
会
長
）

▽
旭
日
双
光
章
�
岩
井
忠
正

（
兵
庫
県
小
売
酒
販
組
合
連

合
会
元
会
長
）

厚
生
労
働
省
関
係

旭
日
双
光
章
�
市
川
昌
平

（
新
潟
県
食
品
衛
生
協
会
副

会
長
）
、
稲
葉
博
（
群
馬
県

食
品
衛
生
協
会
元
副
会
長
）
、

奥
村
仁
（
全
日
本
司
厨
士
協

会
三
重
県
本
部
元
会
長
）
、

小
西
謙
造
（
全
日
本
司
厨
士

協
会
北
陸
地
方
本
部
富
山
県

本
部
元
会
長
）
、
竹
中
憲
治

（
高
知
県
食
品
衛
生
協
会
副

会
長
）
、
田
代
誠
一
（
栃
木

県
中
華
料
理
生
活
衛
生
同
業

組
合
元
理
事
長
）
、
中
村
春

男
（
全
日
本
司
厨
士
協
会
中

国
地
方
本
部
広
島
県
本
部
会

長
）
、
丹
羽
榮
守
（
岐
阜
県

食
品
衛
生
協
会
副
会
長
）
、

林
永
芳
（
愛
知
県
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合
理
事

長
）
、
山
本
次
夫
（
秋
田
県

食
品
衛
生
協

会

元

副

会

長
）
、
吉
澤
紀
一
（
長
崎
県

食
品
衛
生
協
会
元
副
会
長
）

▽
旭
日
単
光
章
�
岸
田
伊
佐

男
（
兵
庫
県
食
肉
衛
生
同
業

組
合
副
理
事
長
）
、
佐
藤
公

二
男
（
北
海
道
全
調
理
師
会

副
理
事
長
）
、
柴
野
清
（
香

川
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
元
副
理
事
長
）
、
丸
山

文
雄
（
東
京
都
飲
食
業
生
活

衛
生
同
業
組
合
副
理
事
長
）

農
林
水
産
省
関
係

黄
綬
褒
章
�
大
杉
守
（
大

杉
水
産
代
表
取
締
役
）
、
多

喜
精
一
郎
（
徳
島
青
果
元
社

長
）
、
財
部
安
則
（
財
部
水

産
代
表
取
締
役
）
▽
藍
綬
褒

章
�
竹
田
良
男
（
全
国
青
果

物
商
業
協
同
組
合
連
合
会
副

会
長
）
、
末
松
祐
而
（
日
本

給
食
サ
ー
ビ
ス
協
会
元
副
会

長
）厚

生
労
働
省
関
係

黄
綬
褒
章
�
海
老
原
慧

（
Ｈ
Ｔ
料
理
顧
問
）
、
岡
部

悟
（
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ

ス
浜
松
鳳
凰
料
理
長
）
、
高

橋
良
明
（
銀
座
１
８
６
４
料

理
長
）
、
中
川
清
昭
（
日
本

の
宿
古
窯
調
理
部
長
）
、
渡

邉
要
（
神
田
明
神
下
み
や
び

本
店
元
料
理
長
）

政
府
は
平
成
３０
年
春
の
褒
章
受
章
者
を
発
表
し
た
。
本
紙
関
係
の
受
章
者
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
／
順
不
同
）
。

味
の
素
、
カ
ゴ
メ
、
日
清

オ
イ
リ
オ
グ
ル
ー
プ
、
日
清

フ
ー
ズ
、
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル

ー
プ
本
社
は
２６
日
、
来
年
４

月
を
め
ど
に
各
社
の
物
流
事

業
を
統
合
し
、
全
国
規
模
の

物
流
新
会
社
を
発
足
さ
せ
る

と
発
表
し
た
。
人
手
不
足
な

ど
を
背
景
に
深
刻
化
す
る
食

品
物
流
の
課
題
解
決
に
向

け
、
５
社
が
協
働
し
て
取
り

組
む
。

今
回
の
ス
キ
ー
ム
は
味
の

素
物
流
、
カ
ゴ
メ
物
流
サ
ー

ビ
ス
、
ハ
ウ
ス
物
流
サ
ー
ビ

ス
と
、
味
の
素
、
カ
ゴ
メ
、

日
清
フ
ー
ズ
、
ハ
ウ
ス
食
品

グ
ル
ー
プ
本
社
が
出
資
す
る

Ｆ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｆ
―
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
が
出
資
す
る
九
州
Ｆ
―

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
物
流
機
能
を
再

編
・
統
合
す
る
も
の
で
、
味

の
素
物
流
を
存
続
会
社
に
統

合
し
た
後
、
商
号
を
「
Ｆ
―

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
に
変
更
す
る
。

新
会
社
に
は
味
の
素
（
出

資
比
率
４５
％
）
、
カ
ゴ
メ

（
２２
％
）
、
日
清
オ
イ
リ
オ

グ
ル
ー
プ
（
３
％
）
、
日
清

フ
ー
ズ
（
４
％
）
、
ハ
ウ
ス

食
品
グ
ル
ー
プ
本
社
（
２６

％
）
が
出
資
し
、
社
長
に
は

現
Ｆ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
深
山
隆

社
長
が
就
任
す
る
予
定
。
発

足
時
の
従
業
員
数
は
約
２
千

５
５
０
人
、
資
本
金
は
２４
億

８
千
万
円
を
予
定
。

今
回
の
動
き
は
、
物
流
業

界
の
労
働
力
不
足
や
物
流
従

事
者
の
労
働
環
境
改
善
と
い

っ
た
課
題
解
決
に
加
え
、
国

土
交
通
省
の
総
合
物
流
施
策

大
綱
（
２
０
１
７
～
２
０
２

０
年
度
）
で
物
流
の
生
産
性

向
上
に
向
け
「
連
携
・
協
働

に
よ
る
物
流
の
効
率
化
」
が

う
た
わ
れ
た
こ
と
な
ど
を
背

景
と
す
る
も
の
で
、
食
品
物

流
に
お
け
る
全
国
規
模
の
生

産
性
向
上
を
目
指
す
も
の
。

新
会
社
に
出
資
す
る
５
社

と
Ｍ
ｉ
ｚ
ｋ
ａ
ｎ
は
１５
年
２

月
、
効
率
的
で
安
定
的
な
物

流
体
制
の
実
現
を
目
的
に
食

品
企
業
物
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
「
Ｆ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

�
」

の
構
築
に
合
意
。
６
社
に
よ

る
協
議
体
「
Ｆ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
協
議
を

重
ね
、
関
東
・
関
西
間
の
中

距
離
幹
線
輸
送
再
構
築
、
北

海
道
エ
リ
ア
の
共
同
配
送
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。そ

の
後
、
味
の
素
、
カ
ゴ

メ
、
日
清
フ
ー
ズ
、
ハ
ウ
ス

食
品
グ
ル
ー
プ
本
社
は
、
Ｆ

―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
策
定
す
る
物
流
戦
略
の
実

現
と
北
海
道
、
九
州
エ
リ
ア

の
共
同
配
送
体
制
な
ど
の
構

築
に
向
け
、
１７
年
３
月
に
既

存
の
「
Ｆ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
、

４
月
に
「
九
州
Ｆ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」
を
発
足
さ
せ
、
物
流
諸

課
題
へ
の
対
応
を
推
進
し
て

い
る
が
、
５
社
と
Ｍ
ｉ
ｚ
ｋ

ａ
ｎ
は
引
き
続
き
Ｆ
―
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
連
携

し
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

や
物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
資

産
の
共
有
、
共
同
配
送
に
よ

る
配
送
件
数
の
削
減
、
幹
線

輸
送
の
再
構
築
な
ど
の
課
題

解
決
に
向
け
既
存
の
枠
組
み

を
超
え
た
協
働
体
制
の
下
、

「
食
品
企
業
物
流
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
を
確
立
し
、
持

続
可
能
な
食
品
物
流
体
制
の

さ
ら
な
る
強
化
を
目
指
す
。
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日
本
ア
ク
セ
ス
は
中
国
外
食
大
手
の
国
際
天
食
集
団
（
香
港
）
と
合
弁
で
中
国
業
務
用
市
場
向
け
の
商
品
研
究
開

発
会
社
を
立
ち
上
げ
る
。
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
業
務
用
冷
凍
食
品
や
デ
ザ
ー
ト
を
新
会
社
で
企
画
、
日
系
メ
ー

カ
ー
の
中
国
工
場
や
現
地
メ
ー
カ
ー
に
製
造
を
委
託
し
、完
成
品
を
国
際
天
食
傘
下
の
外
食
店
舗
な
ど
に
供
給
す
る
。

２６
日
に
日
本
ア
ク
セ
ス
東

京
本
社
で
行
わ
れ
た
ア
ク
セ

ス
業
務
用
市
場
開
発
研
究
会

（
日
本
ア
ク
セ
ス
の
主
要
取

引
メ
ー
カ
ー
１
６
６
社
が
加

盟
す
る
チ
ー
ム
Ｍ
Ｄ
組
織
。

以
下
Ａ
Ｇ
研
）
の
総
会
で

佐
々
木
淳
一
社
長
が
構
想
を

語
っ
た
。

現
在
、
国
際
天
食
と
詰
め

の
交
渉
を
進
め
て
い
る
段
階

で
、
合
弁
会
社
の
設
立
時

期
、
出
資
比
率
、
資
本
金
な

ど
は
不
明
。
５
月
２５
日
に
都

内
で
開
催
す
る
メ
ー
カ
ー
向

け
経
営
方
針
説
明
会
で
詳
細

を
明
ら
か
に
す
る
。

日
本
ア
ク
セ
ス
は
昨
年
７

月
に
国
際
天
食
な
ら
び
に
同

グ
ル
ー
プ
の
中
国
業
務
用
食

材
卸
・
上
海
衆
敏
供
応
鏈
管

理
（
上
海
）
と
業
務
提
携
に

向
け
た
協
議
を
開
始
。
当
初

か
ら
具
体
的
な
検
討
テ
ー
マ

と
し
て
日
本
か
ら
の
食
品
輸

出
や
現
地
向
け
業
務
用
食
品

の
共
同
開
発
が
挙
が
っ
て
お

り
、
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ

て
い
た
。

新
会
社
の
設
立
に
際
し
て

は
、
中
国
に
工
場
を
持
つ
複

数
の
Ａ
Ｇ
研
加
盟
メ
ー
カ
ー

と
と
も
に
�
中
国
版
Ａ
Ｇ

研
�
を
組
成
し
、
商
品
開
発

・
製
造
・
供
給
の
枠
組
み
を

速
や
か
に
整
え
る
。
現
地
製

造
に
加
え
、
日
本
か
ら
の
輸

出
も
検
討
す
る
。

当
面
の
供
給
先
は
国
際
天

食
が
上
海
な
ど
で
展
開
す
る

４
０
０
店
超
の
飲
食
店
と
み

ら
れ
る
が
、
伊
藤
忠
商
事
が

出
資
す
る
中
国
最
大
の
国
有

コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
・
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｉ
Ｃ
が
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の

中
国
事
業
を
保
有
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
大
規
模
な

食
材
供
給
事
業
に
発
展
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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キ
ッ
コ
ー
マ
ン
は
２
０
１

８
～
２
０
２
０
年
度
を
対
象

年
度
と
す
る
新
中
期
経
営
計

画
を
策
定
し
た
。
グ
ル
ー
プ

全
体
の
重
点
課
題
と
し
て

「
収
益
力
強
化
と
成
長
継

続
」
を
掲
げ
、
高
付
加
価
値

化
の
推
進
、
生
産
性
の
向

上
、
新
た
な
柱
の
構
築
に
取

り
組
む
。
２０
年
度
（
２１
年
３

月
期
）
に
売
上
高
５
千
億
円

（
１８
年
３
月
期
４
千
３
０
６

億
円
）
、
営
業
利
益
４
５
０

億
円
（
同
３
６
５
億
円
）
、

Ｒ
Ｏ
Ｅ
１０
％
以
上
（
同
９
・

８
％
）
を
目
指
す
。

海
外
事
業
の
２１
年
３
月
期

目
標
は
売
上
高
３
千
１０
億

円
、
営
業
利
益
３
１
５
億

円
、
営
業
利
益
率
１０
・
５

％
。
売
上
高
で
年
平
均
７
・

３
％
、
営
業
利
益
で
同
８
・

２
％
の
成
長
を
目
指
す
。

事
業
別
の
売
上
高
成
長
目

標
は
海
外
し
ょ
う
ゆ
が
年
平

均
６
％
、
東
洋
食
品
卸
が
同

８
％
。
「
し
ょ
う
ゆ
事
業
、

卸
事
業
と
も
に
、
高
い
成
長

を
継
続
さ
せ
て
い
く
」
（
堀

切
功
章
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
考
え

だ
。国

内
の
２１
年
３
月
期
目
標

は
売
上
高
２
千
１５
億
円
、
営

業
利
益
１
６
０
億
円
、
営
業

利
益
率
８
・
０
％
。
売
上
高

で
年
平
均
３
・
６
％
、
営
業

利
益
で
同
１０
・
５
％
の
成
長

を
目
指
す
。
「
し
ょ
う
ゆ
で

『
い
つ
で
も
新
鮮
』
シ
リ
ー

ズ
を
中
心
に
、
さ
ら
な
る
高

付
加
価
値
化
を
進
め
、
豆
乳

で
市
場
に
お
い
て
さ
ら
に
強

固
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
す

る
な
ど
、
各
部
門
で
成
長
と

収
益
力
強
化
を
目
指
す
」

（
同
）
と
し
て
い
る
。

日
本
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
協

会
は
２４
日
、
平
成
２９
年
度
チ

ェ
ー
ン
ス
ト
ア
販
売
概
況

（
２９
年
４
月
～
３０
年
３
月
）

を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
２９
年
度
の
総
販
売
額
（
５６

社
１
万
４５
店
）
は
前
年
比
９９

・
７
％
（
１２
兆
９
千
３
４
３

億
５
千
２
百
万
円
）
。
既
存

店
売
上
高
も
９９
・
７
％
と
な

り
、
２
年
連
続
の
前
年
割
れ

と
な
っ
た
。

食
品
販
売
額
は
１
０
０
％

（
８
兆
４
千
８
３
０
億
４
千

５
０
６
万
円
）
、
既
存
店
売

上
高
１
０
０
・
１
％
。
う
ち

そ
の
他
食
品
（
加
工
食
品
）

は
総
販
売
額
１
０
０
％
（
４

兆
４
千
９
５
６
億
７
千
２
２

２
万
円
）
、
既
存
店
売
上
高

１
０
０
・
１
％
。
惣
菜
が
総

販
売
額
１
０
１
％
（
１
兆
１

７
１
億
６
５
９
万
円
）、既
存

店
売
上
高
１
０
０
・
３
％
。

食
品
は
第
１
四
半
期
こ
そ

好
調
に
推
移
し
た
が
、
第
２

四
半
期
に
入
り
農
産
品
が
苦

戦
し
た
こ
と
に
加
え
、
食
中

毒
問
題
で
惣
菜
も
苦
戦
。
第

３
四
半
期
は
相
場
安
の
影
響

で
農
産
が
苦
戦
し
た
こ
と
に

加
え
、
天
候
不
順
も
響
い

た
。
最
終
四
半
期
は
農
産
品

の
相
場
高
な
ど
も
あ
り
総
販

売
額
１
０
１
・
１
％
、
既
存

店
売
上
高
１
０
１
・
２
％
と

好
調
に
推
移
、
通
期
前
年
並

み
と
し
た
形
だ
。

春春
のの
褒褒
章章

多
年
の
功
労
を
称
え
る

旭
中

木
村
良
氏（
全
米
販

理
事
長

）

瓦
葺
利
夫
氏（
松
屋
フ
ー

ズ

会

長

）ら

伊
勢
彦
信
氏
（
イ
セ
食
品

会

長

）、

旭 小

平成２９年度ＣＳ販売概況

既存店前年割れに

相場安、天候不順響く

全
国
規
模
の
物
流
会
社
新
設

国
内
食
品
メ
ー
カ
ー
５
社
協
働

食
品
物
流
の
課
題
解
決
目
指
す

多多数数のの業業界界人人にに栄栄誉誉
春春
のの
叙叙
勲勲

日本アクセス

中中
国国
にに
商商
品品
開開
発発
会会
社社

外
食
大
手
・
国
際
天
食
と
合
弁

２０
年
度
売
上
高
５
千
億
円

キ
ッ
コ
ー

マ

ン

新
中
期
経
営
計
画
を
策
定

瓦葺氏

�１� ２０１８年（平成３０年）４月３０日 月曜日（月・水・金曜日発行）第９６３０号 （昭和２２年１月３０日第３種郵便物認可）


